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目
もく

　　　次
じ

社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

マップ

1 	 社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

ガイドブックの使
つか

い方
かた

		 	 4

2 	 能
の

美
み

ふるさとミュージアム		 	 5

	 能
の

美
み

の誕
たん

生
じょう

（ 7 ）　国
くに

づくりと古
こ

墳
ふん

（ 8 ）　昭
しょう

和
わ

がいっぱい（ 9）

	 能
の

美
み

のしぜん（10）

3 	 秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

		 	11

	 秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

（13）　能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

（14）

4 	 根
ね

上
あがり

学
がく

習
しゅう

センター		 	15

	 子
こ

ども宇
う

宙
ちゅう

科
か

学
がく

室
しつ

（17）

5 	 能
の

美
み

市
し

九
く

谷
たに

焼
やき

美
び

術
じゅつ

館
かん

		 	19

	 五
ご

彩
さい

館
かん

（21）　浅
あさ

蔵
くら

五
い

十
そ

吉
きち

記
き

念
ねん

館
かん

（23）　体
たい

験
けん

館
かん

（24）　職
しょく

人
にん

工
こう

房
ぼう

・研
けん

修
しゅう

所
じょ

（25）

	 九
く

谷
たに

陶
とう

芸
げい

村
むら

（26）

6 	 能
の

美
み

市
し

防
ぼう

災
さい

センター		 	27

	 どう命
いのち

や身
み

を守
まも

る（29）　水
すい

害
がい

の記
き

憶
おく

（30）

7 	 能
の

美
み

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

		 	31

	 のみ電
でん

子
し

図
と

書
しょ

館
かん

（33）　根
ね

上
あがり

図
と

書
しょ

館
かん

　寺
てら

井
い

図
と

書
しょ

館
かん

　辰
たつのくち

口図
と

書
しょ

館
かん

（34）

8 	 いしかわ動
どう

物
ぶつ

園
えん

		 	35

	 トキ里
さと

山
やま

館
かん

（37）　「サスティナブル動
どう

物
ぶつ

園
えん

」（38）

9 	 北
ほく

陸
りく

先
せん

端
たん

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

		 39

	 附
ふ

属
ぞく

図
と

書
しょ

館
かん

（41）　

10	 能
の

美
み

市
し

の企
き

業
ぎょう

		 	43

	 日
に

本
ほん

海
かい

開
かい

発
はつ

（44）　翠
みどり

ヶ
が

丘
おか

浄
じょう

化
か

センター（45）　宮
みや

竹
たけ

用
よう

水
すい

（46）

	 小
こ

松
まつ

マテーレ（47）　JA能
の

美
み

（49）

11	 能
の

美
み

市
し

の特
とく

産
さん

品
ひん

		 	51

	 加
か

賀
が

丸
まる

いも（52）　いろいろな米
こめ

（53）　国
こく

造
ぞう

ゆず（54）

12	 能
の

美
み

市
し

の自
し

然
ぜん

と景
けい

観
かん

		 	55

	 ハマナス群
ぐん

生
せい

地
ち

（56）　手
て

取
どり

川
がわ

水
みず

辺
べ

プラザ（57）　七
なな

ツ滝
だき

（58）

	 灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

（59）　蟹
がん

淵
ぶち

（60）　虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

（61）　和
わ

田
だ

山
やま

（62）

３ 色
しょく

のカラーは、海
うみ

の青
あお

と山
やま

の緑
みどり

、

だいだいで九
く

谷
たに

焼
やき

の土
つち

をイメージし、

まちづくりのテーマである、海
うみ

・山
やま

・

川
かわ

の恵
めぐ

みや自
し

然
ぜん

・歴
れき

史
し

・文
ぶん

化
か

など多
た

様
よう

な資
し

源
げん

を有
ゆう

するこの地
ち

域
いき

が一
いっ

体
たい

的
てき

に発
はっ

展
てん

することを表
ひょう

現
げん

しています。

市
し

　章
しょう

社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

ガイドブックの使
つか

い方
かた

　社
しゃ

会
かい

見
けん

学
がく

をする前
まえ

に、事
じ

前
ぜん

に見
けん

学
がく

先
さき

をある程
てい

度
ど

調
しら

べておくといいのだ。

　見
けん

学
がく

がとてもおもしろく、それに

ためになるのだ。
　さわったり、作

つく

ったり、その場
ば

で

体
たい

験
けん

できるものがあったらやってみ

るといいわ。

　見
けん

学
がく

して気
き

づいたことをもとに

じっくり考
かんが

えてみようね。

　「ここに注
ちゅう

目
もく

」は現
げん

地
ち

で必
かなら

ず見
み

てくる

といいポイントを示
しめ

しているわ。「調
しら

べてみよう」は疑
ぎ

問
もん

づくりや学
がく

習
しゅう

問
もん

題
だい

づくりの参
さん

考
こう

にしてね。SDGsの１７の

ゴールを考
かんが

えることもできるの。
能
の

美
み

市
し

公
こう

式
しき

キャラクター




